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IV .  森林の保健 機能の増 進に関する事項  

第 １  保健機 能森 林の区域  
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2 .  立木の期待 平均 樹高  
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は じ め に  

 

南 伊 豆 町 森 林 整 備 計 画（ 以 下 、「 本 計 画 」と い う 。）は 、本 町 内 の 森 林 を 適

切 に 整 備 し て い く こ と を 目 的 と し て 、本 町 に お け る 森 林 関 連 施 策 の 方 向 を 示

す と と も に 、森 林 所 有 者 等 が 行 う 森 林 整 備 に 関 す る 指 針 等 を 定 め る も の で す 。 

ま た 、 本 計 画 は 森 林 法 (以 下 「 法 」 と い う 。 )第 １ ０ 条 の ５ の 規 定 に よ り 、

県 が 定 め る 伊 豆 地 域 森 林 計 画 に 適 合 し て お り 、森 林 所 有 者 等 が 策 定 す る 森 林

経 営 計 画 は 、 本 計 画 の 内 容 に 照 ら し て 町 長 等 が 認 定 し ま す 。  
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I .  伐採 、造 林 、間 伐 、保育 その他 森林の整 備に関する基本 的な事項 （法 第 10 条

の 5 第 ２項 第 １号及び第 ５号 ）  

森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 を 総 合 的 か つ 高 度 に 発 揮 さ せ る た め 、 健 全 な

森 林 資 源 を 維 持 造 成 す る こ と を 旨 と し て 、 森 林 整 備 の 基 本 方 針 、 森 林 施

業 の 合 理 化 に 関 す る 基 本 方 針 等 を 定 め る 。  

第 １  森林 整備の現 状 と課 題  

本 町 は 、静 岡 県 の 伊 豆 地 域 に あ た り 伊 豆 半 島 の 最 南 端 に 位 置 す る 。天

城 山 脈 よ り 連 な る 山 地 を 背 に し 、南 西 は 太 平 洋 に 開 け 、こ の 海 岸 線 一 体

は 富 士 箱 根 伊 豆 国 立 公 園 及 び 名 勝 伊 豆 西 南 海 岸 区 域 と な っ て い る 。  

本 町 の 総 面 積 は １ １ ， ０ ５ ９ ha で 、 森 林 面 積 は ８ ， ５ ８ ０ ha と 森 林

に 恵 ま れ て お り 、総 面 積 の ７ ８ ％ を 占 め て い る 。本 計 画 の 対 象 と な る 民

有 林 面 積 も ８ ，４ ７ ０ ha で 、ス ギ を 主 体 と し た 人 工 林 の 面 積 は ２ ，３ ８

０ ha で あ り 人 工 林 率 ２ ８ ％ で 県 平 均 よ り か な り 低 い 値 で あ る 。  

現 況 で は 、林 業 を 生 業 と す る 者 は 少 な く 、地 理 的 に 一 団 の 施 業 地 を 確

保 す る こ と も 難 し い た め 、充 実 し た 森 林 整 備 が 実 施 さ れ る こ と が 困 難 な

状 況 で あ る 。  

し か し 、 森 林 の 持 つ 水 源 の 涵 養 、 土 砂 の 流 出 ･崩 壊 防 止 及 び 生 活 環 境

の 保 全 等 、公 益 的 機 能 の 重 要 性 は 益 々 高 ま っ て き て い る こ と を 考 慮 す る

と 、町 内 に は 施 業 を 必 要 と す る 林 齢 の 森 林 が 多 く 、育 成 途 上 の 森 林 に 対

す る 保 育 、間 伐 及 び 伐 期 に 達 し て い る 森 林 に お け る 素 材 生 産 を 適 切 に 実

施 し て い く こ と が 重 要 で あ る 。  

そ こ で 、本 町 で は 林 業 基 盤 整 備 並 び に 人 工 林 の 間 伐 、里 山 再 生 整 備 を

推 進 す る こ と と す る 。  

 

第 ２  森林 整備の基 本方 針  

１．  地域の目指すべき森 林の姿  

各 地 域 に お い て 期 待 さ れ る 森 林 の 機 能 を 踏 ま え た 、 目 指 す べ き 森

林 の 姿 を 次 の と お り 整 理 す る 。  

 

ア. 北部 地域  

本 町 北 部 地 域 は 比 較 的 人 工 林 率 の 高 い 地 域 で あ り 、 林 道 等 の 生

産 基 盤 が 整 備 さ れ つ つ あ る が 、 一 方 で 、 森 林 施 業 が 行 わ れ て い な

い 森 林 も 点 在 し て い る 。 そ こ で 、 こ こ で は 林 業 に 必 要 な 木 材 生 産

機 能 を 発 揮 さ せ る た め 、 適 正 な 森 林 施 業 を 推 進 し 、 形 質 の 良 好 な

林 木 か ら な る 、 成 長 量 が 高 い 森 林 を 目 指 す も の と す る 。  
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イ . 海岸 地域  

本 町 海 岸 地 域 で は 自 然 公 園 法 に よ る 第 一 種 特 別 地 域 に 指 定 さ れ

て い る 森 林 を は じ め と し て 、 多 様 な 樹 種 か ら な る 森 林 が 良 好 な 景

観 を 有 す る 等 の 保 健 機 能 を 発 揮 し て い る 。 そ こ で 、 海 岸 地 域 で は

こ の 機 能 を 引 き 続 き 高 度 に 発 揮 さ せ る た め 、 風 景 地 を 保 護 し 、 住

民 の 保 健 、 休 養 及 び 教 化 に 資 す る と と も に 、 生 物 の 多 様 性 の 確 保

に 寄 与 す る 森 林 を 目 指 す も の と す る 。  

 

２．  森林 整備の基 本的な考 え方 と区域の設定  

(１ )  森林の区域の設定  

森 林 の 持 つ 様 々 な 機 能 は 、主 に「 木 材 生 産 機 能 」、「 水 源 涵 養 機 能 」、

「 山 地 災 害 防 止 機 能 ／ 土 壌 保 全 機 能 」、「 快 適 環 境 形 成 機 能 」、「 保 健 ･

レ ク リ エ ー シ ョ ン 機 能 」、「 文 化 機 能 」、「 生 物 多 様 性 保 全 機 能 」の ７

つ に 分 類 さ れ て お り 、こ の う ち 、水 源 涵 養 機 能 か ら 生 物 多 様 性 保 全

機 能 ま で の ６ つ の 機 能 は 、人 々 の 生 活 や 周 囲 の 環 境 に 広 く 寄 与 す る

こ と か ら 「 公 益 的 機 能 」 と 呼 ば れ て い る 。  

こ こ で は 、そ れ ぞ れ の 森 林 の 機 能 と そ の 機 能 の 発 揮 の 上 か ら 望 ま

し い 森 林 の 機 能 を 表 １ -１ に 整 理 す る 。 さ ら に 、 特 に そ の 機 能 の 維

持 増 進 を 図 る た め の 森 林 施 業 を 推 進 す べ き 森 林 の 区 域 を 表 １ -２ に

定 め る 。  

 

表 １ -１  森 林 の 機 能 と 望 ま し い 森 林 の 姿  

機  能  働  き  機 能 発 揮 の 上 か ら 望 ま し い 森 林 の 姿  

木 材 生 産 機 能  
木 材 等 の 資 源 を 培 養

す る 。  

・  林 木 の 生 育 に 適 し た 森 林 土 壌 を 有

し て い る 。  

・  適 正 な 密 度 を 保 ち 、形 質 の 良 好 な 林

木 か ら な り 、 成 長 量 が 高 い 。  

・  林 道 等 の 生 産 基 盤 が 適 切 に 整 備 さ

れ て い る 。  

公

益

的

機

能 

水 源 涵 養

機 能  

水 資 源 を 保 持 し 、 渇

水 を 緩 和 す る と と も

に 、 洪 水 流 量 等 を 調

節 す る 。  

・  水 を 蓄 え る 隙 間 に 富 ん だ 浸 透 ･保 水

能 力 の 高 い 森 林 土 壌 を 有 し て い る 。 

・  下 層 植 生 と と も に 樹 木 の 根 が 発 達

し て い る 。  

山 地 災 害

防 止 機 能

／ 土 壌 保

全 機 能  

自 然 現 象 等 に よ る 土

砂 崩 壊 、 土 砂 流 出 等

の 山 地 災 害 の 発 生 、

そ の 他 表 面 侵 食 等 山

・  樹 木 の 根 が 深 く 広 く 発 達 し 、土 壌 を

保 持 す る 能 力 に 優 れ て い る 。  

・  適 度 な 光 が 差 し 込 み 、下 層 植 生 が 発

達 し て い る 。  
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地 の 荒 廃 を 防 止 し 、

土 地 を 保 全 す る 。  

・  必 要 に 応 じ て 山 地 災 害 を 防 ぐ 施 設

が 整 備 さ れ て い る 。  

快 適 環 境

形 成 機 能  

強 風 や 飛 砂 、 騒 音 等

か ら 生 活 環 境 を 守

り 、 快 適 な 生 活 環 境

を 形 成 す る 。  

・  樹 高 が 高 く 枝 葉 が 多 く 茂 っ て い る

な ど 、遮 へ い 能 力 や 汚 染 物 質 の 吸 着

能 力 が 高 い 。  

保 健 ･ レ

ク リ エ ー

シ ョ ン 機

能  

保 健 、 教 育 活 動 に 寄

与 す る 働 き 、 自 然 環

境 を 保 全 ･形 成 す る 。 

・  多 様 な 樹 種 等 か ら な り 、住 民 等 に 憩

い と 学 び の 場 を 提 供 し て い る 。  

・  身 近 な 自 然 と の ふ れ あ い の 場 と し

て 適 切 に 管 理 さ れ て い る 。  

・  必 要 に 応 じ て 保 健 活 動 に 適 し た 施

設 が 整 備 さ れ て い る 。  

文 化 機 能  

自 然 景 観 や 歴 史 的 風

致 の 構 成 要 素 と な

り 、 優 れ た 美 的 景 観

を 形 成 す る 。  

・  史 跡 ･名 勝 等 と 一 体 と な っ て 潤 い の

あ る 自 然 景 観 や 歴 史 的 風 致 を 構 成

し て い る 。  

・  必 要 に 応 じ て 文 化 ･教 育 的 活 動 に 適

し た 施 設 が 整 備 さ れ て い る 。  

生 物 多 様

性 保 全 機

能  

地 域 の 生 態 系 や 生 物

多 様 性 の 保 全 に 寄 与

す る 。  

・  原 生 的 な 森 林 生 態 系 を 保 持 し て い

る 。  

・  学 術 的 に 貴 重 な 生 物 種 が 生 育 ･生 息

し て い る 。  

  

表 １ -２  森 林 の 区 域 （ 機 能 別 ）  

区  分  森 林 の 区 域  面 積 （ ha）  

木 材 生 産 機 能 維 持 増 進 森 林  別 紙 １ の と お り  2,530. 4 9  

公

益

的

機

能

別 

施

業

森

林 

水 源 涵 養 機 能 維 持 増 進 森 林  別 紙 ２ の と お り  3,438. 4 3  

山 地 災 害 防 止 ／ 土 壌 保 全 機 能

維 持 増 進 森 林  

別 紙 ３ の と お り  1,056. 6 7  

快 適 環 境 形 成 機 能 維 持 増 進 森

林  

別 紙 ４ の と お り  102.55  

保 健 文 化 機 能 維 持 増 進 森 林  別 紙 ５ の と お り  1,690. 1 5  

 

た だ し 、「 木 材 生 産 機 能 維 持 増 進 森 林 」 は 「 木 材 の 生 産 機 能 の 維 持

増 進 を 図 る た め の 森 林 施 業 を 推 進 す べ き 森 林 」、「 水 源 涵 養 機 能 維 持 増

進 森 林 」は「 水 源 の 涵 養 の 機 能 の 維 持 増 進 を 図 る た め の 森 林 施 業 を 推

進 す べ き 森 林 」、「 山 地 災 害 防 止 ／ 土 壌 保 全 機 能 維 持 増 進 森 林 」は 「 土

地 に 関 す る 災 害 の 防 止 機 能 及 び 土 壌 の 保 全 の 機 能 の 維 持 増 進 を 図 る
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た め の 森 林 施 業 を 推 進 す べ き 森 林 」、「 快 適 環 境 形 成 機 能 維 持 増 進 森

林 」は「 快 適 な 環 境 の 形 成 の 機 能 の 維 持 増 進 を 図 る た め の 森 林 施 業 を

推 進 す べ き 森 林 」、「 保 健 文 化 機 能 維 持 増 進 森 林 」は「 保 健 機 能 の 維 持

増 進 を 図 る た め の 森 林 施 業 を 推 進 す べ き 森 林 」 を 指 す 。  

 

( ２ )  森林の整備 ・保 全の考え方  

表 １ -２ に 定 め た 森 林 の 区 域 に お け る 森 林 の 整 備 及 び 保 全 の 考

え 方 を 別 紙 ６ の 表 １ -３ に 定 め る 。  

 

【表 １-３  概 要 】  

ア 木材 生産 機 能維 持 増進 森林  

地 形 、地 理 等 か ら 効 率 的 な 森 林 施 業 が 可 能 な 森 林 に お い て

は 、木 材 生 産 機 能 が 十 分 に 発 揮 さ れ る よ う 、計 画 的 な 伐 採 に

よ る 木 材 の 安 定 供 給 に 努 め る 。  

ま た 、森 林 の 健 全 性 を 確 保 し 、木 材 需 要 に 応 じ た 樹 種 、径

級 の 林 木 を 生 育 さ せ る た め の 適 切 な 造 林 、保 育 及 び 間 伐 の 実

施 を 推 進 す る 。  

施 業 種 は 「 通 常 伐 期 」 と す る 。  

 

イ  公益 的機 能 別施 業 森林  

(ｱ )  水源 涵養 機 能維 持 増進 森林  

ダ ム 等 利 水 施 設 の 上 流 部 に お い て は 、水 源 涵 養 機 能 が 十 分

に 発 揮 さ れ る よ う 、保 安 林 の 指 定 や そ の 適 切 な 管 理 を 推 進 す

る 。  

ま た 、下 層 植 生 の 維 持 や 根 系 の 発 達 を 確 保 す る た め 、適 切

な 保 育 ･間 伐 を 推 進 す る 。  

施 業 種 は 「 伐 期 の 延 長 」 と す る 。  

 

( ｲ )  土 地 に関 する災 害 の防 止 機 能 、土 壌 の保 全 の機 能 、快 適 な環 境

の形 成 の機 能 又 は保 健 機 能 の維 持 増 進 を図 るための森 林 施 業 を

推進すべき森 林  

a 山 地 災害 防止 機 能／土 壌保 全 機能 維 持増 進森 林  

山 地 災 害 の 発 生 の 危 険 性 が 高 い 森 林 に お い て は 、土 砂 流

出 防 備 等 の 機 能 が 十 分 に 発 揮 さ れ る よ う 、 保 安 林 の 指 定 や

そ の 適 切 な 管 理 、 渓 岸 の 侵 食 防 止 や 山 脚 の 固 定 等 に 必 要 な

谷 止 や 土 留 等 の 施 設 の 設 置 を 推 進 す る 。  

施 業 種 は 「 長 伐 期 」、「 複 層 林 」 の い ず れ か と す る 。  
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ｂ  快 適 環境 形 成機 能 維持 増進 森 林  

生 活 環 境 の 保 全 の た め 、 保 安 林 の 指 定 や そ の 適 切 な 管 理

を 推 進 す る 。 特 に 、 風 や 潮 の 害 を 防 ぎ 、 砂 の 移 動 を 抑 え る

働 き を す る 森 林 に お い て は 、 皆 伐 を 避 け る 。 ま た 、 内 陸 側

で ク ロ マ ツ 以 外 の 広 葉 樹 等 へ の 樹 種 転 換 が 可 能 な 森 林 に お

い て は 、 松 く い 虫 被 害 の 拡 大 を 防 止 す る た め 、 積 極 的 に 樹

種 転 換 を 進 め る 。  

施 業 種 は 「 長 伐 期 」、「 複 層 林 」 の い ず れ か と す る 。  

 

ｃ  保 健 文 化機 能 維持 増進 森 林  

保 健 ･風 致 の 保 存 等 の た め 、保 安 林 の 指 定 や そ の 適 切 な 管

理 を 推 進 す る 。 保 健 文 化 機 能 維 持 増 進 森 林 に お い て は 、 間

伐 を 繰 り 返 し 、 複 層 林 や 自 然 力 を 生 か し た 混 交 林 に 誘 導 す

る 。  

施 業 種 は 「 長 伐 期 」、「 複 層 林 」 の い ず れ か と す る 。  

た だ し 、 特 に 地 域 独 自 の 景 観 等 の 形 成 が 求 め ら れ る 森 林

に お い て は 、 施 業 種 は 「 特 定 広 葉 樹 」 と す る 。  

 

( ３ )  森林 施業の方 法 （施 業種 ）  

森 林 の 機 能 の 維 持 増 進 を 図 る た め の 森 林 施 業 の 方 法 を 表 １ -４ に

定 め 、 そ の 施 業 を 推 進 す べ き 森 林 の 区 域 を 表 １ -５ に 定 め る 。  

ま た 、 風 致 の 優 れ た 森 林 の 維 持 又 は 造 成 に 必 要 な 樹 種 を 特 定 広 葉

樹 と し て 表 １ － ６ に 定 め る 。  
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表 １ -４  施 業 の 方 法 （ 施 業 種 ）  

施 業 の 方 法  主 伐  間 伐  (参 考 ) 

通 常 伐 期  
Ⅱ の 第 １ の １「 伐 採 の 方
法 」 に 示 す と お り と す
る 。  

Ⅱ の 第 ３ の １「 間 伐 を
実 施 す べ き 標 準 的 な
林 齢 及 び 標 準 的 な 間
伐 の 方 法 」に 示 す と お
り と す る 。  

 

伐 期 の 延 長  

主 伐 の 時 期 は 、公 益 的 機
能 を 高 度 に 発 揮 さ せ る
た め に 、お お む ね 標 準 伐
期 齢 に 10 年 加 え た 林 齢
以 上 と し 、そ の 下 限 を 表
１ -４ -２ に 示 す 。  

長 伐 期  

主 伐 の 時 期 は 、公 益 的 機
能 を よ り 高 度 に 発 揮 さ
せ る た め に 、お お む ね 標
準 伐 期 齢 の ２ 倍 の 林 齢
以 上 と し 、そ の 下 限 を 表
１ -４ -２ に 示 す 。  

複 層 林  

伐 採 区 域 の 形 状 、 配 置 、
地 形 、周 辺 の 森 林 の 状 況
な ど を 勘 案 し て 実 施 す
る 。ま た 、周 辺 に 残 す 森
林 に よ り 、求 め ら れ る 機
能 が 確 保 で き る 場 合 に
は 、択 伐 に よ ら な い 方 法
も 行 う こ と が で き る も の
とする。  

複 層 林 の 造 成 後 は 、上
層 木 の 成 長 に 伴 っ て 、
林 内 の 明 る さ が 低 下
し 下 層 木 の 成 長 が 抑
制 さ れ る こ と か ら 、下
層 木 の 適 確 な 生 育 を
確 保 す る た め 、適 時 に
間 伐 を 実 施 す る 。  

こ の 場 合 、上 層 木 の
伐 り 過 ぎ に よ る 公 益
的 機 能 の 低 下 を 防 止
す る た め 、一 定 の 蓄 積
を 常 に 維 持 す る 。  

特 定 広 葉 樹
の 育 成  

特 定 広 葉 樹 に つ い て は 、
標 準 伐 期 齢 に お け る 立
木 材 積 を 確 保 す る 。そ れ
以 外 の 樹 種 に つ い て は 、
伐 採 率 を 制 限 し な い 。  

制 限 な し 。  

対 象 は 保 健
文 化 機 能 維
持 増 進 森 林
の み 。  

※ た だ し 、（ ２ ） に 定 め る 森 林 の 区 域 が 重 複 し た 森 林 に お い て は 、 制 約 が 高

い 施 業 の 方 法 を 適 用 す る 。例 え ば 、「 水 源 涵 養 機 能 維 持 増 進 森 林 」（ 施 業 種

は 「 伐 期 の 延 長 」） と 「 山 地 災 害 防 止 /土 壌 保 全 機 能 維 持 増 進 森 林 」（ 施 業

種 は 「 択 伐 に よ る 複 層 林 」） の 区 域 が 重 複 し た 場 合 、 伐 期 は 「 標 準 伐 期 齢

に 10 年 加 え た 林 齢 以 上 」、 伐 採 率 は 「 30％ 以 下 」 と す る こ と 。  

施

業

上

の

制

約 

高

い  

低

い  
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表 １－４－２ 主 伐の時 期 （伐 期 齢 ）の下限  

施 業 種  

樹 種 （ 林 齢 ）  

ス ギ  ヒ ノ キ  マ ツ  
そ の 他  

針 葉 樹  
コ ナ ラ  

そ の 他  

広 葉 樹  

伐 期 の 延 長  50 55  45  60  25  35  

長 伐 期  80 90  70  10 0  30  50  

 

表 １ -５  森 林 の 区 域 （ 施 業 種 別 ）  

施 業 の 方 法  森 林 の 区 域  面 積 （ ha）  

通 常 伐 採   2,907. 9 5  

伐 期 の 延 長  別 紙 ７ の と お り  3,160. 0 0  

長 伐 期  別 紙 ８ の と お り  664.03  

複 層 林  別 紙 ９ の と お り  1,690. 1 5  

特 定 広 葉 樹 の 育 成  表 1-6 の と お り  47.99  

計   8,47 0. 1 2  

 

た だ し 、 施 業 の 方 法 の う ち 、「 長 伐 期 」 を 実 施 す る 森 林 は 「 標 準 伐

期 齢 の お お む ね 2 倍 に 相 当 す る 林 齢 を 超 え る 林 齢 に お い て 主 伐 を 行 う

森 林 施 業 を 推 進 す べ き 森 林 」、「 複 層 林 」を 実 施 す る 森 林 は「 複 層 林 施

業 を 推 進 す べ き 森 林 」、「 特 定 広 葉 樹 の 育 成 」を 実 施 す る 森 林 は「 特 定

広 葉 樹 の 育 成 を 行 う 森 林 施 業 を 推 進 す べ き 森 林 」 を 指 す 。  

 

表 １－６ 特 定広葉 樹  

特 定広 葉樹  

ク ス ノ キ (132 林 班 い 4,9,11～ 15)      ※ 詳 細 は 別 紙 10 の と お り  

 

( ４ )  その他必 要な事項  

ア 特に針 広 混交 林化 ・樹 種の多 様性 増 進 を推進すべき森 林  

以 下 に 示 す「 特 に 針 広 混 交 林 化 を 推 進 す べ き 森 林 」及 び「 特 に 樹

種 の 多 様 性 増 進 を 推 進 す べ き 森 林 」は 、森 林 所 有 者 に よ る 森 林 施 業

の 困 難 性 に 鑑 み 、森 林 の 状 況 に 応 じ て 、静 岡 県 森 の 力 再 生 基 金 条 例

（ 平 成 18 年 静 岡 県 条 例 第 19 号 ）第 ２ 条 に 規 定 す る 事 業 を 実 施 す る

こ と に よ り 、 そ の 施 業 を 推 進 す る 。  

 

( ｱ )特に針 広 混交 林化 を推 進すべき森 林  

地 形 条 件 、 林 道 の 整 備 状 況 、 所 有 形 態 等 の 自 然 的 、 経 済 的 、
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社 会 的 条 件 か ら み て 、森 林 所 有 者 に よ る 適 正 な 森 林 施 業 が 困 難

と 認 め ら れ る ス ギ ･ヒ ノ キ の 人 工 林 に お い て は 、 単 層 で あ る 森

林 を 広 葉 樹 等 と の 複 層 状 態 へ 誘 導 し 、 針 広 混 交 林 と な る よ う 、

適 切 な 間 伐 を 行 う 。  

こ の 森 林 の 区 域 と 整 備 ・ 保 全 の 考 え 方 を 表 １ -７ の と お り 定

め る 。  

(ｲ)特に樹 種の多 様 性増 進 を推進すべき森 林  

 地 形 条 件 、林 道 の 整 備 状 況 、所 有 形 態 等 の 自 然 的 経 済 的 社 会

的 条 件 か ら み て 、森 林 所 有 者 に よ る 適 正 な 森 林 施 業 の 困 難 性 が

認 め ら れ る 森 林 に お い て は 、単 層 及 び 過 密 化 し た 森 林 を 、活 力

の あ る 多 様 性 に 富 ん だ 広 葉 樹 林 等 に な る よ う 、適 切 な 伐 採 、更

新 、 保 育 を 行 う 。  

こ の 森 林 の 区 域 と 整 備 ・ 保 全 の 考 え 方 を 表 １ -７ の と お り 定

め る 。  

 

表 １ -７  森 林 の 区 域 及 び 整 備 ・ 保 全 の 考 え 方  

（ 特 に 針 広 混 交 林 化 ・ 樹 種 の 多 様 性 増 進 を 推 進 す べ き 森 林 ）  

種 類  森 林 の 整 備 ･保 全 の 考 え 方  

特 に 針 広 混 交 林 化

を 推 進 す べ き 森 林  

  伐 採 方 法 は 間 伐 と す る 。  

  間 伐 率 は お お む ね ４ ０ ％ 以 内 と し 、列 状 又 は 群 状 の 伐

採 を 基 本 と す る 。  

  こ う し た 施 業 に よ り 、 単 層 で あ る ス ギ ･ヒ ノ キ の 人 工

林 を 、 広 葉 樹 等 と の 複 層 状 態 へ 誘 導 し 、 針 広 混 交 林 化

を 目 指 す も の と す る 。  

 森 林 の 区 域  別 紙 11 の と お り        【 面 積  1,209. 5 3h a】  

特 に 樹 種 の 多 様 性

増 進 を 推 進 す べ き

森 林  

  伐 採 方 法 は 、原 則 と し て 間 伐 と し 、間 伐 率 は お お む ね

５ ０ ％ 以 内 と す る 。 た だ し 、 竹 林 に あ っ て 樹 種 転 換 を

図 る 場 合 は 、 皆 伐 と す る こ と が で き る 。  

  皆 伐 し た 場 合 の 更 新 方 法 は 、原 則 と し て 郷 土 樹 種 で あ

っ て 対 象 森 林 に 適 し た も の を 主 体 と し た 広 葉 樹 等 の 人

工 造 林 と す る が 、 天 然 更 新 に 必 要 な 優 良 な 母 樹 が 存 在

す る な ど 、 天 然 更 新 が 見 込 ま れ る 場 合 に お い て は こ の

限 り で は な い 。 な お 、 天 然 更 新 が 見 込 ま れ る 場 合 に お

い て も 、 必 要 に 応 じ て 更 新 補 助 作 業 を 行 う 。  

  さ ら に 、育 成 に 必 要 な 下 刈 、除 伐 等 の 保 育 を 実 施 す る

こ と と し 、 竹 の 侵 入 に よ り 広 葉 樹 の 育 成 が 妨 げ ら れ る

お そ れ の あ る 場 合 は 、 継 続 的 な 竹 の 除 去 を 行 う 。  
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  こ う し た 施 業 に よ り 、単 層 及 び 過 密 化 し た 森 林 を 、 活

力 の あ る 多 様 性 に 富 ん だ 広 葉 樹 林 等 へ 誘 導 す る 。  

 森 林 の 区 域  別 紙 12 の と お り         【 面 積   52.63 h a】 

 

イ . 竹林の取 り扱 い 

放 置 さ れ た 竹 林 が 周 辺 の 森 林 や 農 地 に 拡 大 し て い る こ と か ら 、竹

林 の 取 り 扱 い を 表 １ -８ の と お り 定 め る 。  

 

表 １ -８  竹 林 の 取 り 扱 い  

管 理 の 目 的  整 備 ･保 全 の 考 え 方  

資 源 と し て  

整 備 、 利 用  
  た け の こ 、 竹 材 の 生 産  

  生 産 目 的 に 合 わ せ た 適 正 管 理 を

推 進  

  生 産 、 流 通 、 加 工 体 制 の 整 備  

  利 用 技 術 の 開 発 、 バ イ オ マ ス 利

用  

  地 域 の 特 産 品 等 と し て の 活 用  

竹 林 と し て  

整 備 、 保 全  

  竹 林 の 景 観 、文 化 、環 境

形 成 機 能 等 の 保 全  

  竹 林 の 防 災 機 能 の 活 用  

  憩 い の 場 、教 育 の 場 等 と

し て 活 用  

  目 的 に 合 わ せ た 適 正 管 理 を 推 進  

  管 理 体 制 の 整 備 及 び 管 理 す る 人

材 の 育 成  

  体 験 教 育 等 の 機 会 を 創 出  

竹 林 と し て

で は な く 、

森 林 の 保

全 ･ 再 生 を

優 先  

  森 林 景 観 及 び 環 境 の 保

全  

  ふ れ あ い の 場 、体 験 教 育

の 場 等 と し て 活 用  

  防 災 機 能 等 の 確 保  

  竹 林 の 拡 大 防 止  

  伐 採 や 枯 殺 後 、 樹 種 転 換  

  ふ れ あ い 、 体 験 教 育 等 の 機 会 を

創 出  

  地 域 住 民 や NPO 等 と の 協 働 に よ

る 森 林 づ く り  

 

第 ３  森林 施業の合 理化に関する基 本方 針   

本 町 の 森 林 整 備 を 総 合 的 か つ 計 画 的 に 実 施 す る た め 、 森 林 施 業 の 合

理 化 の 基 本 方 針 を 次 の と お り 定 め る 。  

１．  森林の経営の受委 託 等による森林の施業 又は経 営の促 進  

森 林 の 経 営 に 関 し て 意 欲 と 実 行 力 を 有 し た 林 業 事 業 体 や 地 域 の

中 核 と な る 森 林 所 有 者 が 、 周 辺 の 森 林 所 有 者 ら の 森 林 の 経 営 も 受

託 す る な ど し て 、 お お む ね 100ha 以 上 の 面 的 に ま と ま っ た 森 林 を

対 象 に 、 作 業 路 網 の 整 備 や 利 用 間 伐 な ど の 効 率 的 な 森 林 施 業 を 実

行 す る こ と に 対 し て 支 援 を す る 。  
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２．  森林 施業の共 同化の促進  

森 林 組 合 、 民 間 林 業 事 業 体 、 町 等 の 関 係 機 関 が 連 携 し 、 小 流 域

内 の 森 林 所 有 者 間 の 調 整 及 び 合 意 形 成 を 図 り 、 森 林 経 営 計 画 の 作

成 等 に よ る 森 林 施 業 の 集 約 化 を 図 り 、 そ れ を 一 体 と し て 効 率 的 に

行 う 。  

 

３．  林業に従 事する者の養 成及 び育 成 ･確 保  

効 率 的 な 木 材 生 産 を 図 る た め 、 森 林 技 術 者 や 森 林 施 業 プ ラ ン ナ

ー 等 の 人 材 を 育 成 し て い く 。  

ま た 、 就 業 前 の 情 報 提 供 や 就 業 支 援 講 習 会 等 に よ り 新 規 就 業 の

促 進 を 図 る ほ か 、 雇 用 環 境 の 改 善 や 労 働 安 全 の 向 上 に 関 す る 取 組

を 支 援 す る こ と に よ り 、 林 業 従 事 者 の 定 着 を 図 る 。  
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I I .  森林 整備の方 法に関する事 項  

 

第 １  伐採に関する事 項 （法 第 10 条 の５第 ２項 第 ２号 ）  

１．  伐採の方法  

(１ )  立木 竹の伐 採  

立 木 竹 の 伐 採 に つ い て 表 ２ -１ の と お り 整 理 す る 。  

 

表 ２ -１  立 木 竹 の 伐 採 の 方 法  

区 分  指   針  

主 伐  

（ 更 新 を 伴 う

伐 採 ）  

皆

伐 

  主 伐 の う ち 、 択 伐 以 外 の も の 。  

  気 候 、地 形 、土 壌 等 の 自 然 的 条 件 及 び 公 益 的 機 能 の 確

保 の 必 要 性 を 踏 ま え 、 次 の こ と に 配 慮 し て 行 う も の 。  

  適 切 な 伐 採 区 域 の 形 状  

  1 箇 所 あ た り の 伐 採 面 積 の 規 模  

  伐 採 区 域 の モ ザ イ ク 的 配 置  

  伐 採 面 積 の 規 模 に 応 じ て 、 少 な く と も お お む ね 20ha

ご と に 保 残 帯 を 設 け 適 確 な 更 新 を 図 る も の 。  

択

伐 

  主 伐 の う ち 、伐 採 区 域 の 森 林 を 構 成 す る 立 木 の 一 部 を

伐 採 す る 方 法 で あ っ て 、 単 木 ・ 帯 状 又 は 樹 群 を 単 位 と

し て 伐 採 区 域 全 体 で は お お む ね 均 等 な 割 合 で 行 う も

の 。  

  森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 の 維 持 増 進 が 図 ら れ る 適 正

な 林 分 構 造 と な る よ う 、 一 定 の 立 木 材 積 を 維 持 増 進 す

る も の と し 、 適 切 な 伐 採 率 に よ っ て 実 施 す る も の 。  

  適 切 な 伐 採 率 と は 、材 積 伐 採 率 ３ ０ ％ 以 下 と す る 。た

だ し 、 伐 採 後 の 造 林 が 植 栽 に よ る 場 合 は ４ ０ ％ 以 下 と

す る 。  

間 伐  

（ 更 新 を 伴 わ

な い 伐 採 ）  

立 木 間 の 競 争 が 生 じ 始 め た 森 林 に お い て 、 主 に 目 的 の 樹 種

の 一 部 を 伐 採 し て お こ な う も の で あ っ て 、 伐 採 後 、 一 定 の

期 間 内 に 林 冠 が 閉 鎖 す る も の 。  

 

( ２ )  伐採 （主 伐 ）の標準 的な方 法  

伐 採（ 主 伐 ）の 標 準 的 な 方 法 を 、施 業 区 分 別 に 別 紙 13 の 表 ２ -２

の と お り 定 め る 。 本 町 内 の 森 林 を 伐 採 （ 主 伐 ） す る に 当 た っ て は 、

こ こ で 定 め る 伐 採 の 方 法 に 従 い 、 適 切 に 行 う 。  

ま た 、施 業 区 分（ 育 成 単 層 林 、育 成 複 層 林 、天 然 生 林 ）の 考 え 方

を 別 紙 13 の 表 ２ -３ に 示 す 。  
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【 表 ２ -２  概 要 】  

共 通 事 項 ：  

 伐 採 跡 地 が 連 続 し な い よ う 、ま た 、林 地 の 保 全 等 の た め 、伐 採 区

域 の 形 状 、 配 置 に 留 意 し 、 伐 採 後 は 適 確 な 更 新 を 図 る も の と す る 。 

 

育 成 単 層 林 ：  

 皆 伐 は 、更 新 が 確 実 で あ る 森 林 に つ い て 行 う 。更 新 方 法 を 天 然 更

新 と す る 場 合 は 、伐 採 区 域 の 形 状 、母 樹 の 保 存 等 に つ い て 配 慮 す る 。

育 成 複 層 林 へ 誘 導 す る 場 合 は 択 伐 を 基 本 と す る が 、確 実 な 更 新 が 見

込 ま れ る 場 合 は 、小 規 模 な 皆 伐 等 、択 伐 に よ ら な い 伐 採 も 行 え る も

の と す る 。  

 

育 成 複 層 林 ：  

 伐 採 方 法 は 択 伐 を 基 本 と す る が 、確 実 な 更 新 が 見 込 ま れ る 場 合 は

小 規 模 な 皆 伐 等 の 択 伐 に よ ら な い 方 法 も 行 え る も の と す る 。  

 伐 採 後 、 人 工 造 林 を 行 う 択 伐 の 場 合 は 、 伐 採 率 は 材 積 で 40%以 下

と す る 。同 様 に 、天 然 更 新 を 行 う 択 伐 の 場 合 は 、母 樹 の 保 存 、 種 子

の 飛 散 状 況 等 を 考 慮 し て 伐 採 率 を 決 め る も の と す る 。  

 

天 然 生 林 ：  

 主 伐 に 当 た っ て は 、育 成 単 層 林 施 業 及 び 育 成 複 層 林 施 業 に 準 じ る 。 

 

２．  標準 伐期 齢  

主 要 樹 種 の 標 準 伐 期 齢 を 表 ２ -４ の と お り 定 め る 。  

な お 、立 木 の 標 準 伐 期 齢 は 、地 域 の 標 準 的 な 立 木 の 伐 採（ 主 伐 ）

の 時 期 に 関 す る 指 標 、 制 限 林 の 伐 採 規 制 等 に 用 い ら れ る も の で あ

り 、 標 準 伐 期 齢 以 上 を も っ て 伐 採 を 促 す も の で は な い 。  
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表 ２ -４  標 準 伐 期 齢  

地 区  

樹   種  （ 林  齢 ）  

ス ギ  ヒ ノ キ  マ ツ  
モ ミ  

ツ ガ  

そ の 他  

針 葉 樹  
コ ナ ラ  

そ の 他  

広 葉 樹  

全 域  40 45  35  50  50  15  25  

(注 )マ ツ と は 、 ク ロ マ ツ 及 び ア カ マ ツ を 指 す 。  

 

第 ２  造林に関する事 項 （法 第 10 条 の５第 ２項 第 ３号 ）   

１．  人工 造林 に関する事 項   

(１ )  人工 造林の対 象樹 種  

適 地 適 木 を 旨 と し て 、 表 ２ -５ の と お り 定 め る 。  

 

表 ２ -５  人 工 造 林 の 対 象 樹 種  

人 工 造 林 の 対 象 樹 種  

ス ギ 、 ヒ ノ キ 、 マ ツ 、 ク ヌ ギ 、 コ ナ ラ  

（ 注 １ ）ク ロ マ ツ を 植 栽 す る 場 合 は 、松 く い 虫 に 対 す る 抵 抗 力 が 認 め ら れ た

も の に 限 る 。  

（ 注 ２ ）定 め ら れ た 植 栽 樹 種 以 外 の 樹 種 を 植 栽 し よ う と す る 場 合 は 、町 の 産

業 観 光 課（ 森 林・林 業 担 当 課 ）又 は 静 岡 県 賀 茂 農 林 事 務 所 の 林 業 普 及 指 導

員 と も 相 談 の 上 、 適 切 な 樹 種 を 選 択 す る も の と す る 。  

 

( ２ )  人工 造林の標 準的な方 法  

ア 人工 造林の標 準的な植 栽本 数  

人 工 造 林 の 植 栽 本 数 を 、 表 ２ -６ に 定 め る 。  

 

表 ２ -６  人 工 造 林 の 標 準 的 な 植 栽 本 数  

樹 種  仕 立 て の 方 法  標 準 的 な 植 栽 本 数 （ 本 /ha）  備 考  

ス ギ  
中 仕 立 て  3,000～ 3,500 本 /ha   

疎 仕 立 て  2,000 本 /ha  

ヒ ノ キ  
中 仕 立 て  3,000～ 3,500 本 /ha   

疎 仕 立 て  2,000 本 /ha  

マ ツ  中 仕 立 て  3,000 本 /ha  

広 葉 樹  中 仕 立 て  3,000 本 /ha  

（ 注 １ ）表 ２ -６ に 示 す 標 準 的 な 植 栽 本 数 以 上 の 本 数 を 植 栽 し よ う と す る 場 合 は 町
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の 産 業 観 光 課 （ 森 林 ・ 林 業 担 当 課 ） 又 は 静 岡 県 賀 茂 農 林 事 務 所 の 林 業 普 及 指 導

員 と も 相 談 の 上 、 適 切 な 植 栽 本 数 を 決 定 す る 。  

（ 注 ２ ） 現 地 状 況 や 地 形 等 を 勘 案 し 、 上 記 植 栽 本 数 を 植 栽 す る こ と が 困 難 な 場 合

は 、1,00 0 本 /h a を 下 限 の 目 安 と し 、更 新 が 確 保 で き る 範 囲 内 で 植 栽 本 数 を 減 じ

る こ と が で き る 。  

 

イ  人工 造林の標 準的な方 法  

人 工 造 林 の 標 準 的 な 方 法 を 、 表 ２ -７ に 定 め る 。  

 

表 ２ -７  人 工 造 林 の 標 準 的 な 方 法  

区 分  
標 準 的 な 方 法  

育 成 単 層 林  育 成 複 層 林  

地 拵 え  

  植 栽 の 支 障 と な ら な い よ う に

伐 採 木 及 び 枝 条 等 を 整 理 す る 。 

  気 象 害 や 林 地 の 保 全 に 配 慮 す

る 必 要 が あ る 場 合 に は 筋 置 に

す る な ど の 点 に 留 意 す る 。  

―  

更 新  

  原 則 と し て 植 栽 と す る 。  

  植 付 は 、 気 象 そ の 他 の 立 地 条

件 及 び 地 域 の 標 準 的 な 方 法 を

勘 案 し て そ の 方 法 を 定 め 、適 期

に 実 施 す る 。  

  原 則 と し て 樹 下 植 栽 と す る 。  

  隣 接 し て 広 葉 樹 林 が 残 存 し て

い る 林 地 等 で は 、天 然 更 新 に よ

る 広 葉 樹 の 導 入 も 考 慮 す る 。  

  植 栽 本 数 は 、表 ２ -６ に 示 す 標

準 的 な 植 栽 本 数 に 上 層 木 の 材

積 伐 採 率 を 乗 じ た 本 数 以 上 と

す る 。  

 

( ３ )  伐採 跡地の人 工造 林 をすべき期 間  

人 工 造 林 に よ る 森 林 の 伐 採 跡 地 に つ い て は 、 表 ２ -８ に 定 め る 期

間 内 に お い て 早 期 に 更 新 を 完 了 す る も の と す る 。  

 

表 ２ -８  伐 採 跡 地 の 人 工 造 林 を す べ き 期 間  

区 分  伐 採 跡 地 の 人 工 造 林 を す べ き 期 間  

皆 伐  伐 採 が 終 了 し た 日 を 含 む 年 度 の 翌 年 度 の 初 日 か ら 起 算 し て ２ 年 以 内  

択 伐  
伐 採 が 終 了 し た 日 を 含 む 年 度 の 翌 年 度 の 初 日 か ら 起 算 し て ２ 年 以 内

５ 年 を 超 え な い 期 間  
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２．  天然 更新 に関する事 項  

天 然 更 新 は 、 気 候 、 地 形 、 土 壌 等 の 自 然 的 条 件 、 林 業 技 術 体 系

等 か ら み て 、 主 と し て 天 然 力 の 活 用 に よ り 適 確 な 更 新 が 図 ら れ る

森 林 に お い て 行 う 。  

 

( １ )  天然 更新 対 象樹 種  

天 然 更 新 の 対 象 樹 種 を 表 ２ -９ の と お り 定 め る 。  

 

表 ２ -９  天 然 更 新 対 象 樹 種  

天 然 更 新 対 象 樹 種  

天 然 更 新 対 象 樹 種  針 葉 樹 ： ス ギ 、 ヒ ノ キ 、 マ ツ  

 ぼ う 芽 に よ る 更 新 が 可 能 な 樹 種  広 葉 樹：ヤ マ ハ ン ノ キ 、シ デ 類 、ク リ 、

ナ ラ ・ カ シ 類 、 ム ク ノ キ 、 エ ノ キ 、 ケ

ヤ キ 、 ク ス ノ キ 、 シ ロ ダ モ 、 カ ラ ス ザ

ン シ ョ ウ 、 キ ハ ダ 、 ヤ マ ボ ウ シ 、 ミ ズ

キ 、ホ オ ノ キ 、ヤ マ ザ ク ラ 、ネ ム ノ キ 、

ア カ メ ガ シ ワ 、 ハ ゼ ノ キ 、 カ エ デ 類 、

イ イ ギ リ 、 リ ョ ウ ブ 、 エ ゴ ノ キ 、 ア オ

ダ モ 、 ク サ ギ  

 

( ２ )  天然 更新の標 準的な方 法  

ア 天然 更新の標 準的な方 法  

天 然 更 新 の 標 準 的 な 方 法 を 表 ２ -10 に 定 め 、天 然 更 新 す べ き 立 木

の 本 数 及 び 期 待 成 立 本 数 は 表 ２ -11 に 定 め る 。  

な お 、「 天 然 更 新 す べ き 立 木 」と は 、表 ２ ‐ ９ に 定 め る 天 然 更 新

樹 種 の う ち 、 2.0ⅿ 以 上 の 樹 種 を 指 す 。  

ま た 、天 然 更 新 に 当 っ て は 、必 要 に 応 じ て 表 ２ -12 に 定 め る 天 然

更 新 補 助 作 業 を 実 施 す る 。  

 

表 ２ -10 天 然 更 新 の 標 準 的 な 方 法  

区 分  標 準 的 な 方 法  

天 然 下 種 更 新  種 子 が 自 然 に 落 下 し て 発 芽 、 成 長 す る こ と で 図 ら れ る 更 新 。 

天 然 下 種 更 新 は 、周 辺 の 母 樹 の 状 況 を 把 握 し た 上 で 行 い 、状

況 に 応 じ て 、地 表 処 理 、刈 出 し 、植 込 み 等 の 天 然 更 新 補 助 作

業 を 行 う こ と と す る 。  

ぼ う 芽 更 新  根 株 か ら の 発 芽 （ ぼ う 芽 ）、 成 長 に よ っ て 図 ら れ る 更 新 。  

ぼ う 芽 の 発 生 状 況 等 を 考 慮 し 、必 要 に 応 じ て 芽 か き 、植 込 み
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等 の 天 然 更 新 補 助 作 業 を 行 う こ と 。  

 

表 ２ -11 期 待 成 立 本 数 等  

区 分  本 数  

期 待 成 立 本 数  6,000 本 /ha 

天 然 更 新 す べ き 立 木 の 本 数  1,800 本 /ha 以 上  

 

表 ２ -12 天 然 更 新 補 助 作 業  

天 然 更 新 補 助 作 業  標 準 的 な 方 法  

地 表 処 理  サ サ や 粗 腐 植 の 堆 積 等 に よ り 、天 然 下 種 更 新 が 阻 害 さ れ

て い る 箇 所 に お い て 、 か き 起 こ し や 枝 条 整 理 等 を 行 う 。 

刈 出 し  サ サ な ど の 下 層 植 生 に よ っ て 、天 然 に 発 生 し た 稚 樹 の 生

育 が 阻 害 さ れ て い る 箇 所 に お い て 、下 草 刈 り や 清 掃 作 業

を 行 う 。  

植 込 み  天 然 に 発 生 し た 稚 樹 の 生 育 状 況 等 を 勘 案 し 、天 然 更 新 の

不 十 分 な 箇 所 に お い て は 、 必 要 な 本 数 を 植 栽 す る 。  

芽 か き  

（ ぼ う 芽 整 理 ）  

ぼ う 芽 の 優 劣 が 明 ら か と な る 頃 に 、根 又 は 地 際 部 か ら 発

生 し て い る ぼ う 芽 を 1 株 当 た り の 仕 立 て 本 数 ４ ～ ５ 本

を 目 安 と し て ぼ う 芽 整 理 を 行 う 。  

２ 回 目 は ４ 年 目 に 実 施 し 、１ 株 当 た り の 仕 立 て 本 数 は ２

～ ３ 本 と す る 。  

 

イ  その他天 然 更新の方法  

天 然 更 新 を 図 る 森 林 に お い て は 、 皆 伐 後 ５ 年 以 内 に 静 岡 県 天 然

更 新 完 了 基 準 に 基 づ き 、 次 に 定 め る 手 順 に よ り 更 新 状 況 の 確 認 調

査 を 行 う 。  

 

( ｱ )  調査の時期  

伐 採 後 、 ５ 年 以 内 に 調 査 を 行 う 。  

 

( ｲ )  調査の方法  

a  明 ら か に 天 然 更 新 し て い る 場 合 は 、 目 視 と す る 。  

b  目 視 に よ る 判 断 が つ か な い 場 合 は 、 原 則 と し て プ ロ ッ ト 調

査 に よ る 。 プ ロ ッ ト 調 査 の 内 容 は 、 天 然 更 新 す べ き 立 木  の

樹 種 名 と 本 数 と す る 。  

（ a）  プ ロ ッ ト の 大 き さ は 、５ ｍ ×５ ｍ (25 ㎡ ) と し 、２ 箇

所 以 上 設 け る 。  
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（ b） プ ロ ッ ト は 、対 象 地 の 地 形 や 植 生 等 を 考 慮 の 上 、平 均

的 な 箇 所 を 選 択 す る 。  

（ c） 対 象 地 の 後 継 樹 の 発 生 状 況 が 均 一 で な い 場 合 は 、区 分

け し て 調 査 す る こ と が で き る 。(後 継 樹 と は 、植 栽 木 、天 然

下 種 等 に よ り 発 生 す る 稚 樹 ・ ぼ う 芽 枝 の う ち 、 将 来 の 森 林

の 樹 冠 を 構 成 す る 樹 種 を 指 す 。 ) 

 

( ｳ )  天然 更新の完 了基 準  

a  天 然 更 新 す べ き 立 木 が 、 ha 当 り 1,800 本 以 上 、 か つ 、 均 等

に 生 育 し て い る 。  

ｂ  全 て の プ ロ ッ ト が 基 準 を 満 た す こ と 。  

 

( ｴ )  その他  

a   （ イ ） の 調 査 の 結 果 、（ ウ ） の 基 準 を 満 た し て い な い 場 合

は 、３ 年 の 経 過 観 察 期 間 を お い て 、再 度（ イ ）の 調 査 を 行 う 。  

た だ し 、 経 過 観 察 期 間 内 に 人 工 造 林 を 行 な っ た 場 合 は 、 そ

の 時 点 で 更 新 完 了 と す る 。  

ｂ  自 然 に 推 移 さ せ る と 適 確 な 天 然 更 新 が 困 難 な 場 合 は 、 表 ２

-12 に 定 め る 天 然 更 新 補 助 作 業 を 実 施 す る 。 さ ら に 、 シ カ 等

の 食 害 が 予 測 さ れ る 地 域 で は 、 獣 害 対 策 の 実 施 を 促 進 す る 。 

ｃ  気 象 や 土 壌 等 の 条 件 に よ り （ ウ ） の 基 準 に あ て は ま ら な い

場 合 で も 、 伐 採 前 の 森 林 又 は 周 辺 の 森 林 を 参 照 し て 適 当 で あ

る と 認 め ら れ る と き は 、天 然 更 新 が 完 了 し た も の と 判 断 す る 。 

 

( ３ )  伐採 跡地の天 然更 新 をすべき期 間  

天 然 更 新 は 、森 林 資 源 の 積 極 的 な 造 成 を 図 り 、公 益 的 機 能 の 維 持

及 び 早 期 回 復 を 促 す た め 、 ５ 年 以 内 に 行 う も の と す る 。  

 

３．  植栽によらなければ適確な更 新が困 難な森林の所在  

次 の い ず れ か の 理 由 に よ り 、 天 然 力 の み で は 更 新 が 期 待 で き な

い 森 林 を 「 植 栽 に よ ら な け れ ば 適 確 な 更 新 が 困 難 な 森 林 」 と し て

定 め る 。  

  1h a を 超 え る 皆 伐 を 行 っ た 針 葉 樹 人 工 林  

  表 １ -２ に 定 め る 木 材 生 産 機 能 維 持 増 進 森 林 の う ち 針 葉 樹 人 工 林

(別 紙 14 の と お り )  

  母 樹 か ら の 適 切 な 種 子 の 供 給 が 見 込 ま れ な い 森 林  

  ぼ う 芽 更 新 に 適 し た 立 木 が 十 分 に 存 在 し て い な い 森 林  

  天 然 更 新 に 必 要 な 大 き さ 、 数 の 稚 樹 が 十 分 に 存 在 し て い な い 森 林  
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４．  森林 法第 １０条の９第 ４項の伐採の中 止 又は造 林の命 令の基 準  

 法 第 10 条 の ９ 第 ４ 項 の 規 定 に 基 づ く 伐 採 の 中 止 又 は 造 林 の 命 令

の 基 準 を 次 の と お り 定 め る 。  

( １ )  更新にかかる対 象樹 種  

 法 第 10 条 の ９ 第 ４ 項 の 規 定 に 基 づ く 造 林 の 命 令 を 受 け た 者 は 、次

に 定 め る 樹 種 を 植 栽 す る も の と す る 。  

ア 人工 造林の場 合  

表 ２ -５ に 定 め る 樹 種 と し 、 表 ２ -13 に 再 掲 す る 。  

イ  天然 更新の場 合  

表 ２ -９ に 定 め る 樹 種 と し 、 表 ２ -13 に 再 掲 す る 。  

 

表 ２ -13 更 新 に か か る 対 象 樹 種  

更 新 方 法  対 象 樹 種  

人 工 造 林  ス ギ 、 ヒ ノ キ 、 マ ツ 、 ク ヌ ギ 、 コ ナ ラ  

天 然 更 新  針 葉 樹 ： ス ギ 、 ヒ ノ キ 、 マ ツ  

広 葉 樹 ： ヤ マ ハ ン ノ キ 、 シ デ 類 、 ク リ 、 ナ ラ ・ カ シ 類 、

ム ク ノ キ 、エ ノ キ 、ケ ヤ キ 、ク ス ノ キ 、シ ロ ダ モ 、カ ラ

ス ザ ン シ ョ ウ 、キ ハ ダ 、ヤ マ ボ ウ シ 、ミ ズ キ 、ホ オ ノ キ 、

ヤ マ ザ ク ラ 、ネ ム ノ キ 、ア カ メ ガ シ ワ 、ハ ゼ ノ キ 、カ エ

デ 類 、イ イ ギ リ 、リ ョ ウ ブ 、エ ゴ ノ キ 、ア オ ダ モ 、ク サ

ギ  

 

( ２ )  生育 し得 る最 大の立 木の本 数 として想 定 される本数  

生 育 し 得 る 最 大 の 立 木 の 本 数 は 6,000 本 /ha と す る 。  

 

第 ３  間伐 ・保 育 に関する事 項 (法 第 10 条 の５第 ２項第 ４号 )  

間 伐 及 び 保 育 は 、 森 林 の 立 木 の 生 育 の 促 進 、 林 分 の 健 全 化 及 び 利 用

価 値 の 向 上 を 図 る た め に 実 施 す る も の と し 、 そ の 標 準 的 な 方 法 等 を 次

の と お り 定 め る 。  

 

１．  間伐 を実 施すべき標準 的な林 齢及び標 準 的な間伐の方法  

間 伐 は 、「 新 ・ シ ス テ ム 収 穫 表 ※ 1」 を 利 用 し 、 表 ３ -１ に 示 す 指

針 に 従 っ て 実 施 す る 。  
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表 ３ -１  間 伐 の 標 準 的 な 方 法  

項 目  指 針  

間 伐 の 時 期  

  間 伐 の 時 期 は 、林 木 の 樹 冠 が 閉 鎖 し て 、林 木 相 互 の 競 争 が 生

じ 始 め た 時 と す る 。林 木 の 樹 冠 閉 鎖 の 目 安 は 樹 冠 疎 密 度 10 分

の ８ 以 上 と す る 。  

  間 伐 を 行 う べ き 立 木 の 混 み 具 合 を 表 す 指 標 と し て「 収 量 比 数

（ Ry） ※ 2」 を 用 い る も の と し 、 そ の 値 を 表 ３ -３ に 定 め る 。  

  平 均 的 な 間 伐 の 実 施 時 期 の 間 隔 の 年 数 を 表 ３ -４ に 定 め る 。  

間 伐 率  

間 伐 回 数  

  間 伐 率 と 回 数 は 、「 新 ・ シ ス テ ム 収 穫 表 ※ 1」 を 用 い て 林 分 の

健 全 性 保 持 と 生 産 目 標 へ の 誘 導 が 可 能 と な る 割 合 と 回 数 を 算

出 し 、現 地 状 況 を 勘 案 し て 定 め る 。「 新・シ ス テ ム 収 穫 表 」に

よ る 試 算 の 一 例 を 表 ３ － ２ に 示 す 。  

  材 積 に よ る の 上 限 は 伐 採 率 を 35％ を 標 準 と す る 。  

  ５ 年 後 に 樹 冠 疎 密 度 が 10 分 の ８ 以 上 に 回 復 す る こ と が 確 実

で あ る と 認 め ら れ る 範 囲 内 と す る 。  

選 木 の 方 法  

  選 木 の 方 法 は 、森 林 の 整 備・保 全 の 目 標 と 森 林 の 状 況 に 応 じ

て 、 定 性 間 伐 や 列 状 間 伐 等 、 最 も 適 切 な 方 法 を 選 択 す る 。  

  保 育 期 の 間 伐 は 、被 圧 木 、二 又 な ど の 不 良 木 、あ ば れ 木 な ど

を 選 定 す る こ と を 原 則 と す る が 、 均 等 な 立 木 密 度 が 得 ら れ る

よ う 残 存 木 の 配 置 に も 配 慮 す る 。  

  Ⅷ 齢 級 以 上 の 間 伐 は 、 利 用 可 能 な 森 林 資 源 の 活 用 の 観 点 か

ら 、 上 層 木 や 中 層 木 も 対 象 と す る 。  

そ の 他  

  利 用 可 能 な 森 林 資 源 の 活 用 を 図 る た め 、間 伐 材 の 搬 出 を 推 進

す る 。  

  地 形 上 、風 衝 地 と な り 得 る 場 所 に お い て は 、風 害 に 留 意 し て

間 伐 を 行 う 。  

※ 1「 新 ・ シ ス テ ム 収 穫 表 」  

ス ギ ・ ヒ ノ キ 人 工 林 の 収 穫 予 測 を 行 う プ ロ グ ラ ム で 、 エ ク セ ル フ ァ イ ル で 作

成 し た 。（ 静 岡 県 農 林 技 術 研 究 所 森 林 ・ 林 業 研 究 セ ン タ -作 成 ） 樹 種 、 林 齢 、 ha

当 た り 本 数 、 地 位 、 間 伐 時 期 を 入 力 す る こ と に よ り 、 簡 単 に 収 穫 予 測 を 行 う こ

と が で き る 。 プ ロ グ ラ ム は 、 静 岡 県 ホ ー ム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ -ド で き る 。  

※ 2「 収 量 比 数 （ Ry）」  

そ の 時 期 の 森 林 が 蓄 え る こ と が で き る 最 大 量 の 幹 材 積 に 対 す る 実 際 の 幹 材 積

の 割 合 の こ と で 、 間 伐 の 時 期 や 間 伐 率 を 決 め る 時 に 用 い る 。 間 伐 を 行 う と 収 量

比 数 が 下 が り 、 そ の 後 1 に 近 づ い て い く 。  
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表 ３ － ２  「 新 ・ シ ス テ ム 収 穫 表 」 に よ る 試 算 の 一 例  

年 生  施 業  
本 数  

伐 採 率  

伐 採 後  

本 数  

(本 /ha)  

伐 採 後  

収 量 比 数  

(Ry)  

平 均 胸 高  

直 径  

(cm)  

伐 採 材 積  

(㎥ /ha)  
備 考  

15 下 層 間 伐  25%  2, 0 6 1  0. 7  10 . 8  11   

25  下 層 間 伐  36%  1, 3 1 8  0. 7  15 . 1  37   

40  下 層 間 伐  32%  89 8  0. 7  20 . 6  53   

55  上 層 間 伐  22%  69 8  0. 6  23 . 4  90   

70  上 層 間 伐  20%  55 2  0. 6  28 . 0  10 3   

90  皆 伐  100%    34 . 5  46 2   

※ 樹 種 ヒ ノ キ 、 15 年 生 時 立 木 本 数 2,75 0 本 /ha、 地 位 Ⅲ で 初 期 設 定  

※ 長 伐 期 施 業 と し 、 90 年 生 を 伐 期 と し て 設 定  

 

表 ３ -３  収 量 比 数  

樹 種  収 量 比 数  

ス ギ  0.85  

ヒ ノ キ  0.85  

 

表 ３ -４  平 均 的 な 間 伐 の 実 施 時 期 の 間 隔  

区 分  間 伐 の 実 施 時 期 の 間 隔  

標 準 伐 期 齢 未 満  10 年  

標 準 伐 期 齢 以 上  15 年  

 

２．  保育の作業 種 別の標 準的な方 法  

保 育 の 作 業 種 と そ の 標 準 的 な 方 法 を 表 ３ -５ の と お り 定 め る 。  

 

表 ３ -５  保 育 の 標 準 的 な 方 法  

種 類  実 施 林 齢 及 び 時 期 等  

下 刈  林 齢 ： 10 年 生 ま で の う ち 、 下 草 が 繁 茂 し 造 林 木 の 成 長 を 著 し

く 阻 害 す る 時 に 実 施  

時 期 ： 6～ 7 月 頃 を 目 安  

つ る 切 り  林 齢 ： つ る が 繁 茂 す る 状 況 に 応 じ て 実 施  

時 期 ： 下 刈 及 び 除 伐 時  

除 伐  下 刈 り 終 了 後 に 、育 成 目 的 樹 種 と そ れ 以 外 の 樹 種 と の 競 合 が 始

ま っ た 時 期  

枝 打 ち  林 齢 ： 枝 下 直 径 が 7cm に な っ た 時 に 実 施  

方 法 ： 直 径 5～ 6cm の と こ ろ ま で 実 施  

「 目 標 と す る 材 長 ＋ 0.5m」 の 高 さ ま で 実 施  
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時 期 ： 11 月 ～ 2 月 上 旬 頃  

そ の 他  造 林 地 の 野 生 動 物 に よ る 食 害 対 策 と し て 、忌 避 剤 の 塗 布 や 防 護

柵 の 設 置 等 を 実 施  

 

３．  要間 伐森 林に係 る通 知  

法 第 10 条 の 10 第 ２ 項 の 規 定 に 基 づ き 、要 間 伐 森 林（ 間 伐 又 は 保 育

が 適 正 に 実 施 さ れ て い な い 森 林 で あ っ て 、こ れ ら を 早 急 に 実 施 す る 必

要 の あ る 森 林 ）に つ い て 、次 に 掲 げ る 事 項 を 森 林 所 有 者 に 対 し て 通 知

す る 。  

  要 間 伐 森 林 で あ る 旨  

  実 施 す べ き 間 伐 又 は 保 育 の 方 法  

  実 施 す べ き 間 伐 又 は 保 育 の 時 期  

 

４．  計画 期間 内に間伐 を実 施する必 要があると認められる森林  

      該当 な し 。  

 

第 ４  作 業 路 網 その他 森 林 の整 備 のために必 要 な施 設 の整 備 に関 する事 項 （法

第 10 条 の５第 ２項第 ８号 ）  

１．  作業 路網の整 備に関する事 項  

こ こ で は 、森 林 施 業 を 低 コ ス ト で 効 率 的 に 行 う た め に 必 要 な 作 業 路

網 の 整 備 に 関 す る 事 項 を 示 す 。 作 業 路 網 に つ い て は 表 ４ -１ に 定 義 す

る 。  

 

表 ４ -１  作 業 路 網 の 区 分 と 定 義  

区 分  定 義  

基

幹

路

網 

林 道  
不 特 定 多 数 の 者 が 利 用 す る 恒 久 的 公 共 施 設 で あ り 、 森

林 整 備 や 木 材 生 産 を 進 め る 上 で の 幹 線 と な る も の 。  

林 業 専 用 道  

主 と し て 森 林 施 業 の た め に 特 定 の 者 が 利 用 す る 恒 久 的

公 共 施 設 で あ り 、 幹 線 と な る 林 道 を 補 完 し 、 普 通 自 動

車 （ 10t 積 程 度 の ト ラ ッ ク ） や 林 業 用 車 両 （ 大 型 ホ イ -

ル タ イ プ フ ォ ワ -ダ 等 ）の 輸 送 能 力 に 応 じ た 必 要 最 小 限

の 規 格 ・ 構 造 を 有 す る こ と に よ り 、 森 林 作 業 道 の 機 能

を 木 材 輸 送 の 観 点 か ら 強 化 ・ 補 完 す る も の 。  

細

部

路

網 

森 林 作 業 道  
森 林 作 業 の た め に 特 定 の 者 が 利 用 し 、 主 と し て 林 業 機

械 （ ト ラ ッ ク を 含 む ） の 走 行 を 予 定 す る も の 。  
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( １ )  作業 路網の密 度に関する事 項  

森 林 施 業 を 低 コ ス ト で 効 率 的 に 行 う た め 、施 業 を 一 体 的 に 行 う 森

林 に つ い て 、森 林 の 傾 斜 等 に 応 じ て あ ら か じ め 作 業 シ ス テ ム（ 車 両

系 又 は 架 線 系 ） を 定 め 、 表 ４ -２ に 掲 げ る 作 業 路 網 の 密 度 を 目 安 と

し て 林 道 及 び 林 業 専 用 道 、 森 林 作 業 道 を 適 切 に 配 置 す る 。  

 

表 ４ -２  作 業 路 網 の 密 度  

傾 斜 区 分  
作 業  

シ ス テ ム  

路 網 密 度  

 う ち 基 幹 路 網  

緩 傾 斜 地  

( 0～  15°) 
車 両 系  100ｍ /ha 以 上  35～ 50ｍ /ha 以 上  

中 傾 斜 地  

(15～  30°) 

車 両 系  75ｍ /ha 以 上  
25～ 40ｍ /ha 以 上  

架 線 系  25ｍ /ha 以 上  

急 傾 斜 地  

(30～  35°) 

車 両 系  60ｍ /ha 以 上  
15～ 25ｍ /ha 以 上  

架 線 系  15ｍ /ha 以 上  

急  峻  地  

(35°～   ）  
架 線 系  5ｍ /ha 以 上  5～ 15ｍ /ha 以 上  

 

( ２ )  作業 路網の整 備及び維持 運 営に関する事項  

ア 基幹 路網 に係 る留 意 事項  

(ｱ )  基幹 路網の作 設にかかる留意 点  

基 幹 路 網 の 開 設 は 、 表 ４ -３ に 示 す 規 格 （ 林 道 規 定 ） を 遵 守

す る 。 林 業 専 用 道 及 び 森 林 作 業 道 の 開 設 は 「 静 岡 県 林 業 専 用

道 ・ 森 林 作 業 道 作 設 指 針 」 に 則 し た も の と す る 。  

 

表 ４ -３  基 幹 路 網 の 規 格 ・ 構 造  

区  分  
規  格  

（ 林 道 規 定 ）  
車 道 幅 員  通 行 車 両  

基

幹

路

網 

林

道 

森 林 基 幹 道  

森 林 管 理 道  

自 動 車 道 １ 級  4.0m(3 . 0m )  

一 般 車 両 、 林 業 用 車 両  自 動 車 道 ２ 級  3.0m  

自 動 車 道 ３ 級  1.8～ 2.0m  

林 業 専 用 道  自 動 車 道 ２ 級  3.0m  
林 業 用 車 両  

(10t 積 程 度 の ト ラ ッ ク ） 

 

( ｲ )  基幹 路網の整 備計 画  

伊 豆 地 域 森 林 計 画（ 変 更 計 画 ）に お い て 、別 紙 15 の 表 ４ -４

に 示 す 基 幹 路 網 の 整 備 計 画 が 掲 げ ら れ て い る 。  
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【 表 ４ -４  概 要 】  基 幹 路 網 の 整 備 計 画  

整 備 計 画  路 線 数  延 長（ km）/箇 所 数（ 箇 所 ） 

森 林 管 理 道 の 開 設  ２ 路 線  7.4 km  

 

( ｳ )  基幹 路網の維 持管 理に関する事項  

基 幹 路 網 は 、管 理 者 を 定 め 、台 帳 を 作 成 し て 適 切 に 管 理 す る 。 

 

イ  細部 路網の整 備に関する事 項  

(ｱ )  細部 路網の作 設に係 る留 意 事項  

森 林 作 業 道 は 、間 伐 を は じ め と す る 森 林 整 備 や 木 材 の 搬 出 の

た め 、 継 続 的 に 用 い ら れ る 道 で あ り 、 表 ４ -５ に 示 す 通 行 車 両

に よ る 使 用 を 想 定 し 、ま た 、地 形 に 沿 う こ と で 作 設 費 用 を 抑 え

て 経 済 性 を 確 保 し つ つ 、繰 り 返 し の 使 用 に 耐 え る よ う 丈 夫 で 簡

易 な 構 造 と す る 。  

ま た 、 森 林 作 業 道 の 開 設 は 、「 静 岡 県 林 業 専 用 道 ・ 森 林 作 業

道 作 設 指 針 」 に 則 し た も の と す る 。  

 

表 ４ -５  森 林 作 業 道 の 規 格  

通 行 車 両 （ 林 業 用 車 両 ） 区 分  規  格  

車 両 系 林 業 機 械 、 ４ t 積 の ト ラ ッ ク  全 幅 員 3.0ｍ 以 上  

車 両 系 林 業 機 械 、 ２ t 積 の ト ラ ッ ク  全 幅 員 2.5ｍ 以 上  

車 両 系 林 業 機 械 （ 車 体 幅 2.0ｍ 程 度 ）  全 幅 員 2.5ｍ 未 満  

 

( ｲ )  細部 路網の維 持管 理に関する事項  

森 林 作 業 道 作 設 指 針 等 に 基 づ き 、森 林 作 業 道 が 継 続 的 に 利 用

で き る よ う 、 適 正 に 管 理 す る 。  

 

( ３ )  路網 整備 等 推進 区 域に関する事項  

別 紙 15 の 表 ４ -４ に 掲 げ る 計 画 に 沿 い 、基 幹 路 網 の 整 備 を 推 進 し

て い く 。  

ま た 、林 道 等 の 基 幹 路 網 か ら 200m 以 内 で 、傾 斜 が 35 度 未 満 の 森

林 は 木 材 生 産 に 適 し て お り 、こ う し た 森 林 に お い て は 、細 部 路 網 の

整 備 を 推 進 し 、利 用 間 伐 や 択 伐 、皆 伐 等 に よ る 木 材 生 産 を 促 進 し て

い く 。  

と く に 、 表 ４ -４ に 掲 げ た 計 画 期 間 内 に 整 備 す る 基 幹 路 網 の 周 辺
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の 森 林 を 路 網 整 備 等 推 進 区 域 と し て 設 定 し 、路 網 整 備 と 併 せ て 効 率

的 な 森 林 施 業 を 推 進 し て い く 。  

な お 、 路 網 整 備 等 推 進 区 域 は 表 ４ -６ に 整 理 す る 。  

 

表 ４ -６  路 網 整 備 等 推 進 区 域  

路 網 整 備 等  

推 進 区 域  
面 積 (ha) 

開 設 予 定  

路 線  

開 設 予 定  

延 長 (㎞ ) 
対 図 番 号  備 考  

青 野 地 区  88 林 道 青 野・八

木 山 線  

1.7  ②   

 

第 ５  委託 を受けて行 う森 林の施 業 又は経 営の実施の促進に関する事 項  

１．  森林の経営の受委 託 等による森林の経営 規模の拡大に関する方 針  

本 町 の 森 林 は 小 規 模 零 細 な 所 有 形 態 が 多 数 を 占 め て お り 、加 え て 森

林 施 業 の 受 委 託 も ほ と ん ど 行 わ れ て お ら ず 、効 率 的 な 森 林 施 業 が 困 難

な 状 況 で あ る 。  

そ こ で 、 隣 接 す る 複 数 の 所 有 者 の 森 林 を 取 り ま と め て 、 数 十 ha の

施 業 団 地 と し た 上 で 、作 業 路 網 の 整 備 や 間 伐 な ど の 森 林 施 業 を 一 括 し

て 行 え る よ う 、森 林 の 育 成 や 利 用 に 関 す る 事 項 を 意 欲 と 実 行 力 の あ る

林 業 事 業 者 へ 委 託 す る こ と を 促 進 し 、効 率 的 な 森 林 の 経 営 を 図 っ て い

く 。  

 

２．  森林の施業 又は経 営の受 託 等による規模 拡大 を促 進するための方策  

施 業 の 集 約 化 や 計 画 的 な 路 網 整 備 等 に 関 す る 意 欲 と 実 行 力 の あ る

者 に 対 し て 、必 要 な 情 報 の 提 供 、必 要 な 助 言 、指 導 そ の 他 の 援 助

を 積 極 的 に 行 っ て い く 。  

ま た 、森 林 の 施 業 を 効 率 的 か つ 適 切 に 行 っ て い く た め に は 、森 林 に

関 す る 正 確 な 情 報 の 把 握 が 重 要 で あ る こ と か ら 、森 林 情 報 の 精 度 向 上

に 努 め る 。  

 

３．  森林の施業 又は経 営の受 託 等 を実 施する上 で留意すべき事 項  

森 林 所 有 者 か ら 森 林 の 経 営 の 委 託 を 受 け た 者 が 、森 林 経 営 計 画 を 作

成 す る に あ た っ て は 、森 林 所 有 者 と 次 の 権 原 が 付 与 さ れ た 契 約（ 以 下

「 森 林 経 営 委 託 契 約 」 と い う 。） を 締 結 す る 必 要 が あ る 。  

な お 、す で に 、森 林 所 有 者 と 長 期 施 業 受 委 託 契 約 を 締 結 し て い る 場

合 で あ っ て も 、 森 林 経 営 計 画 を 作 成 す る に あ た っ て は 、「 森 林 経 営 委

託 契 約 」の 締 結 が 必 要 で あ る こ と か ら 、現 行 の 契 約 内 容 を 確 認 し 、必

要 に 応 じ て 新 規 契 約 や 変 更 契 約 を 行 う も の と す る 。  

(1 )  造 林 、 保 育 及 び 伐 採 に 必 要 な 育 成 権 原  
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(2 )  (1 )に 基 づ き 伐 採 し た 木 竹 の 処 分 権 原  

(3)  森 林 の 保 護 や 作 業 路 網 の 整 備 等 に 関 す る 権 原  

 

第 ６  森林 施業の共 同化の促進に関する事 項  

１．  森林 施業の共 同化の促進に関する方 針  

森 林 施 業 の 共 同 化 と は 、 間 伐 、 保 育 等 の 森 林 施 業 の 推 進 に つ い て 、

森 林 所 有 者 等 の 間 で 、施 業 の 実 施 時 期 や 実 施 方 法 に つ い て 調 整 を 行 い 、

複 数 の 森 林 所 有 者 等 が 森 林 施 業 を 集 約 化 し 、そ れ を 一 体 と し て 効 率 的

に 行 う こ と を い う 。  

森 林 施 業 の 共 同 化 を 促 進 す る た め に 、一 体 と し て 行 う 森 林 施 業 に 適

し た 森 林 を 抽 出 す る と と も に 、そ の 森 林 所 有 者 等 の 間 で 森 林 施 業 の 集

約 化 の た め の 合 意 形 成 が 図 ら れ る よ う 指 導 ・ 助 言 を す る 。  

 

２．  施業 実施 協 定の締 結その他 森 林施 業の共同 化の促 進 方策  

集 落 あ る い は 一 体 と し て 行 う 森 林 施 業 に 適 し た 森 林 の 所 有 者 等 に

呼 び か け 、森 林 施 業 に 関 す る 話 し 合 い の 場 を 創 出 し 、森 林 施 業 の 共 同

化 を 図 る 。  

ま た 、啓 発 及 び 普 及 活 動 を 行 い 、当 該 森 林 所 有 者 等 に 対 し て 施 業 実

施 協 定 へ の 参 画 を 促 す 。  

 

３．  共同 して森 林 施業 を実 施する上 で留意すべき事項  

共 同 し て 森 林 施 業 を 実 施 し よ う と す る 者 （ 以 下 「 共 同 施 業 実 施 者 」

と い う 。） が 、 森 林 経 営 計 画 を 作 成 す る に あ た っ て は 、 次 の 事 項 を 明

確 に す る 必 要 が あ る 。  

( 1 )  共 同 し て 行 う 森 林 施 業 及 び 保 護 の 種 類 並 び に そ の 実 施 方 法  

( 2 )  作 業 路 網 そ の 他 施 設 の 設 置 及 び 維 持 管 理 の 方 法  

( 3 )  共 同 施 業 実 施 者 の 一 人 が 、 上 記 (1)又 は (2)に よ り 明 確 に し た 事

項 を 遵 守 し な い こ と に よ り 、 他 の 共 同 施 業 実 施 者 に 不 利 益 を 被

ら せ 又 は 森 林 施 業 の 共 同 化 の 実 効 性 が 損 な わ れ る こ と の な い よ

う 、 施 業 の 共 同 実 施 の 実 効 性 を 担 保 す る た め の 措 置  

 

第 ７  その他森 林 整備に関する必 要な事項 （法 第 10 条 の５第 ３項 ）  

１．  林業に従 事する者の養 成及 び確 保に関する事項  

本 町 の 森 林 所 有 者 の 大 部 分 は 小 規 模 所 有 者 で あ る た め 生 産 性 も 低

く 、林 業 に よ る 収 益 を 得 る こ と が 困 難 で あ る た め 、林 業 事 業 体 の 基 盤

強 化 を 図 る こ と で 林 業 従 事 者 の 養 成 及 び 維 持 ・ 増 加 に 努 め る 。  

 

ア . 森林 技術 者の能力の向上  
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林 業 事 業 体 に 雇 用 さ れ た 技 術 者 に つ い て 、生 産 性 の 向 上 に よ る 効 率

的 な 木 材 生 産 を 担 う 森 林 技 術 者 を 育 成 す る た め 、国 の 人 材 育 成 制 度 等

を 利 用 し な が ら 、 経 験 年 数 に 応 じ た 技 術 、 知 識 、 能 力 の 習 得 を 促 す 。 

イ . 効率 的な木材 生 産のためのプランナーの育成  

林 業 事 業 体 の 職 員 に 対 し 、効 率 的 な 木 材 生 産 に 必 要 な 計 画 を 作 成 す

る 知 識 の 習 得 を 促 し 、 森 林 施 業 プ ラ ン ナ ー を 育 成 す る 。  

 

ウ. 林業への新 規 就業 促 進  

林 業 へ の 就 業 に 関 心 が あ る 者 を 対 象 に 、林 業 の 仕 事 や 就 業 条 件 な ど

に 関 す る 情 報 の 提 供 、就 業 支 援 講 習 会 の 開 催 を 促 進 す る と と も に 、林

業 事 業 体 に 対 し て 短 期 的 な 雇 用 を 支 援 す る こ と に よ り 、林 業 へ の 新 規

就 業 を 促 進 す る 。  

 

エ . 森林 技術 者の就労 環境の向上  

森 林 技 術 者 の 就 労 環 境 の 向 上 を 図 る こ と に よ り 、林 業 事 業 体 が 行 う

雇 用 環 境 の 改 善 や 労 働 安 全 の 向 上 に 関 す る 取 組 を 支 援 す る 。  

 

オ . しいたけ生産 者の育 成  

地 域 の し い た け 生 産 者 の 育 成 を 図 る た め に 、品 質 適 正 表 示 や 認 証 取

得 を 指 導 す る と と も に 、 鳥 獣 害 対 策 、 生 産 技 術 向 上 の た め の 品 評 会 、

消 費 拡 大 Ｐ Ｒ 活 動 な ど を 支 援 す る 。  

ま た 、 新 規 参 入 者 へ の 研 修 実 施 を 支 援 す る 。  

 

２．  林業 機械の導 入の促 進に関する事項  

集 約 的 な 施 業 を 実 施 す る た め に 、地 形 や 地 質 、森 林 資 源 状 況 、経 営

に か か る コ ス ト を 総 合 的 に 考 慮 し 、適 切 な 路 網 整 備 と 林 業 機 械 の 組 み

合 わ せ に よ り 労 働 生 産 性 を 高 め 、 表 ４ -８ を モ デ ル と す る 低 コ ス ト 作

業 シ ス テ ム の 構 築 を 目 指 す 。  

ま た 、低 コ ス ト 作 業 シ ス テ ム の 構 築 に 不 可 欠 な 、高 性 能 林 業 機 械 の

導 入 や オ ペ レ -タ -の 育 成 、林 業 労 働 災 害 の 防 止 等 に つ い て は 、県 や 林

業・木 材 製 造 業 労 働 災 害 防 止 協 会 等 の 支 援 事 業 等 を 積 極 的 に 利 用 し て

い く 。  

 

表 ４ -８  作 業 シ ス テ ム の モ デ ル  

作 業  

シ ス テ ム  
集 材 距 離  目 標 路 網 密 度  

傾

斜  
伐  木  造  材  集  材  
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車 両 系  

( フ ォ ワ - ダ

等 、 集 材 )  

  2 0 0 m / h a 程 度  緩  ﾊ-ﾍﾞｽﾀ等  ﾊ-ﾍﾞｽﾀ等  
ﾌｫﾜ - ﾀ ﾞ等 の 車

両  

～ 50m 10 0 m /h a～  

急  

ﾁｪ-ﾝ ｿ-  ﾌﾟ ﾛ ｾ ｯｻ  
ﾌ ｫ ﾜ - ﾀ ﾞ等 の 車

両  

架 線 系  

(タ ワ -ヤ -ダ

等 、 集 材 )  

～ 200m  25 m / ha～  ﾁｪ-ﾝ ｿ-  ﾌﾟ ﾛ ｾ ｯｻ  ｽｲ ﾝ ｸ ﾞﾔ - ﾀﾞ  

～ 400m  12 . 5 m/ h a～  ﾁｪ-ﾝ ｿ-  ﾌﾟ ﾛ ｾ ｯｻ  ﾀﾜ - ﾔ -ﾀ ﾞ  

40 0 m～  ～ 12.5m/h a  ﾁｪ - ﾝ ｿ-  ﾌﾟ ﾛ ｾ ｯｻ  
自 走 式 搬 器

（ 集 材 機 ）  

 

３．  林産 物の利 用 促進のために必 要な施設の整備に関する事 項  

林 産 物 の 利 用 の 促 進 の た め に 必 要 な 施 設 に つ い て 、 表 ４ -９ に 現 況

を 整 理 す る 。  

 

表 ４ -９  林 産 物 の 利 用 の 促 進 の た め に 必 要 な 施 設  

区 分  
施 設 の  

種 類  

現 状  整 備 計 画  

備 考  
位 置  規 模  

対 図

番 号  
位 置  規 模  

対 図

番 号  

加 工  製 材 工 場  青 市  一 棟  １      

販 売  特 用 林 産 物

の 販 売 所 等  

一 条  一 棟  ２     直 売 所  

特 用 林 産 物

の 販 売 所 等  

下 賀

茂  

一 棟  ３     直 売 所  

 

４．  その他必 要な事項  

林 産 物 の 利 用 推 進 の た め 市 場 経 済 へ 林 産 物 の 加 工・販 売 事 業 を 支 援

し て い く 。  
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I I I .  森林 病害 虫の駆除 又は予 防その他森 林 の保護に関する事 項  

第 １  森林の病害 虫の駆 除 又は予 防の方 法等  

１．  森林 病害 虫の駆除 及び予 防の方 針 及び方法  

本 町 は 、森 林 病 害 虫 等 に よ る 被 害 の 未 然 防 止 、早 期 発 見 及 び 早 期 駆

除 等 に 努 め る 。特 に 、松 く い 虫 及 び ナ ラ 枯 れ 被 害 対 策 に つ い て は 、表

５ -１ に 示 す 方 針 に 則 っ て 適 切 に 行 う も の と す る 。  

な お 、森 林 病 害 虫 等 の 蔓 延 の た め 緊 急 に 伐 倒 駆 除 す る 必 要 が 生 じ た

場 合 等 に つ い て は 、必 要 に 応 じ て 本 町 か ら 伐 採 の 促 進 に 関 す る 指 導 等

を 行 う 。  

 

表 ５ -１  松 く い 虫 等 被 害 対 策 方 針  

項   目  方 針  

松 く い 虫 被 害 対 策  

 

1. 静 岡 県 松 く い 虫 被 害 対 策 事 業 推 進 計 画 を 受 け て 本 市

の 松 く い 虫 被 害 対 策 自 主 事 業 計 画 を 定 め 、 こ れ に 基

づ い た 松 く い 虫 被 害 対 策 を 実 施 す る 。  

2. 保 全 す べ き 松 林 の 被 害 跡 地 に は 、 松 く い 虫 に 抵 抗 性

を 有 す る マ ツ を 植 栽 し 、 復 旧 を 図 る 。  

ナ ラ 枯 れ 被 害 対 策  

 

地 域 で 被 害 の 早 期 発 見 ・ 監 視 に 努 め 、 初 期 段 階 で 、 適

切 な 防 除 を 推 進 す る 。  

 

２．  森林 病害 虫の駆除 及び予 防の体 制 作 りの方針  

本 町 は 、森 林 病 害 虫 に よ る 被 害 の 未 然 防 止 、早 期 発 見 及 び 薬 剤 等 に

よ る 早 期 駆 除 な ど の た め 、森 林 所 有 者 を 始 め 、地 域 住 民 へ の 呼 び か け

を 行 い 、 森 林 病 害 虫 の 被 害 木 等 の 情 報 収 集 に 努 め る 。  

 

第 ２  鳥獣による森 林被 害 対策の方法  

本 町 は 、鳥 獣 保 護 法 に 基 づ い て 県 が 定 め る 特 定 鳥 獣 保 護 管 理 計 画 及

び 鳥 獣 被 害 防 止 特 別 措 置 法 を 踏 ま え 、防 護 柵 設 置 等 に よ る 食 害 防 止 対

策 等 を 実 施 す る 。  

 

第 ３  林野 火災の予 防の方 法  

本 町 は 、林 野 火 災 を 予 防 す る た め 、以 下 の 方 針 に 則 っ た 取 組 を 行 う 。 

  初 期 消 火 器 材 の 配 備 を 進 め る と と も に 、 山 火 事 発 生 の 未 然 防 止 に

努 め る 。  

  山 火 事 発 生 の 危 険 性 が 高 い 、 入 山 者 や ド ラ イ バ ー の 入 り 込 む 地 域

に お い て は 、 タ バ コ 、 た き 火 の 後 始 末 の 周 知 を 徹 底 す る 。  

  林 業 従 事 者 の 火 気 の 取 扱 い に 対 す る 指 導 を 行 い 、 山 火 事 予 防 へ の
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意 識 を 啓 発 す る 。  

 

第 ４  森林 病害 虫の駆除 等のための火 入れを実 施する場合の留意 事 項  

火 入 れ 作 業 に つ い て は 南 伊 豆 町 火 入 れ に 関 す る 条 例 (昭 和 59 年 ３ 月

19 日 条 例 第 10 号 )を 遵 守 す る こ と 。  

 

第 ５  その他必 要な事項  

１．  病害 虫の被 害 を受けている等の理 由により伐採 を促 進すべき林分  

松 く い 虫 被 害 対 策 に つ い て は 、対 策 の 方 法 及 び 実 施 す る 森 林 の 区 域

を 表 ５ -３ に 示 す 森 林 病 害 虫 等 防 除 法 に 基 づ く 基 準 ・ 区 域 に 定 め る 。  

 

表 ５ -３  松 く い 虫 被 害 対 策 の 基 準 ・ 区 域  

基 準 ・ 区 域  区 分  策 定 主 体  

静 岡 県 防 除 実 施 基 準  基 準 、 区 域  県  

高 度 公 益 機 能 森 林 の 区 域  区 域  県  

 

２．  その他必 要な事項  

本 町 は 、森 林 病 害 虫 及 び 山 火 事 等 を 未 然 に 防 止 す る と と も に 、森 林

巡 視 等 に 役 立 て る た め 、 標 識 等 の 設 置 を 推 進 す る 。  

ま た 、台 風 等 に よ る 造 林 木 の 風 倒 害 が 発 生 し て い る 森 林 の 施 業 に つ

い て は 、 細 心 の 注 意 を 払 っ て 行 う よ う 指 導 す る 。  
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I V .  森林の保健 機 能の増 進に関する事項  

第 １  保健 機能 森 林の区 域  

保 健 文 化 機 能 を 高 度 に 発 揮 さ せ る 必 要 の あ る 森 林 で あ っ て 、森 林 施

業 と 森 林 保 健 施 設 の 整 備 を 一 体 的 に 行 う こ と が 適 当 と 認 め ら れ る 森

林 を 保 健 機 能 森 林 と し て 定 め 、 そ の 森 林 の 区 域 を 表 ６ -１ に 示 す 。  

 

表 ６ -１  保 健 機 能 森 林 の 所 在  

森 林 の 所 在  森 林 の 林 種 別 面 積 （ ha）  

備 考  
位 置  林 小 班  合 計  人 工 林  天 然 林  

無 立

木 地  
竹 林  そ の 他  

湊 地 区  63 り 1～ 4 2.90  2. 9 0       

 

第 ２  保 健 機 能 森 林 の区 域 内 の森 林 における造 林 、保 育 、伐 採 その他 の施 業 の

方法  

保 健 機 能 森 林 の 区 域 内 の 森 林 に お け る 施 業 の 方 法 は 、自 然 環 境 の 保

全 等 に 配 慮 し つ つ 、多 様 な 樹 種 か ら な る 明 る く 色 調 に 変 化 を 有 す る 森

林 を 維 持 ・ 誘 導 す る こ と を 基 本 と し 、 表 ６ -２ の と お り 定 め る 。  

 

表 ６ -２  保 健 機 能 森 林 の 施 業 の 方 法  

施 業 の 区 分  施 業 の 方 法  

伐 採    間 伐 を 繰 り 返 し 、複 層 林 や 自 然 力 を 生 か し た 混 交 林 に 誘 導 し

ま す 。  

  伐 採 に 伴 う 裸 地 面 積 の 縮 小 を 図 り ま す 。  

造 林    周 囲 の 自 然 林 等 と の 調 和 を 図 っ た 樹 種 に よ る 早 期 の 再 造 林

に 努 め る 。  

保 育    利 用 者 が 快 適 に 散 策 等 を 楽 し め る よ う 、適 度 な 林 内 の 明 る さ

を 維 持 す る た め 、 間 伐 、 除 伐 等 の 保 育 を 積 極 的 に 行 う 。  

そ の 他    保 健・風 致 の 保 存 等 の た め 、保 安 林 の 指 定 や そ の 適 切 な 管 理

を 推 進 す る 。  

  施 業 は 、地 域 の 林 業 事 業 体 が 主 体 と な っ て 行 う と と も に 、森

林 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 や 森 林 環 境 教 育 の 場 等 と し て 多 様 に 活 用

す る 。  

 

第 ３  保健 機能 森 林の区 域内 における森 林 保 健施 設の整 備  

１．  立木の期待 平 均樹 高  

施 設 の 整 備 に 当 た っ て は 、対 象 森 林 を 構 成 す る 立 木 の 期 待 平 均 樹 高

（ そ の 立 木 が 表 ２ -４ に 定 め る 標 準 伐 期 齢 に 達 し た と き に 期 待 さ れ る
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樹 高 、す で に 標 準 伐 期 齢 に 達 し て い る 立 木 に あ っ て は そ の 樹 高 ）未 満

と す る 。  

 

第 ４  その他必 要な事項  

管 理・運 営 は 、自 然 環 境 の 保 全 と 森 林 の 保 全 と が 両 立 し 、森 林 の 保

健 機 能 の 増 進 が 図 ら れ る よ う 、地 域 の 実 情 、利 用 者 の 意 向 等 を 踏 ま え

て 、森 林 及 び 施 設 の 適 切 な 管 理 、防 火 体 制・施 設 の 整 備 並 び に 利 用 者

の 安 全 及 び 交 通 の 安 全 ・ 円 滑 の 確 保 に 留 意 す る 。  
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V .  その他森 林の整 備のために必要な事 項  

第 １  森林 経営 計 画の作 成に関する事項  

本 町 は 、森 林 所 有 者 等 が 森 林 経 営 計 画 を 作 成 す る に 当 た っ て は 、次

に 掲 げ る 事 項 に つ い て 適 切 に 計 画 す る よ う に 指 導 す る 。  

(1 )  Ⅰ の 第 ２ の ２ に 示 す 公 益 的 機 能 別 施 業 森 林 の 施 業 方 法  

(2)  Ⅱ の 第 ２ の ３ に 示 す 植 栽 に よ ら な け れ ば 適 確 な 更 新 が 困 難 な 森

林 に お け る 主 伐 後 の 植 栽  

(3)  Ⅱ の 第 ５ の ３ に 示 す 森 林 の 施 業 又 は 経 営 の 受 託 等 を 実 施 す る 上

で 留 意 す べ き 事 項 及 び Ⅱ の 第 ６ の ３ に 示 す 共 同 し て 森 林 施 業 を

実 施 す る 上 で 留 意 す べ き 事 項  

(4)  Ⅲ に 示 す 森 林 病 害 虫 の 駆 除 又 は 予 防 そ の 他 森 林 の 保 護 に 関 す る

事 項  

 

第 ２  生活 環境の整 備に関する事 項  

 

 

第 ３  森林 整備 を通 じた地 域振 興に関する事 項  

本 町 は 、地 域 材 や 地 域 の 特 用 林 産 物 、林 業 に か か る 伝 統 技 術 等 を 活

用 し た 地 域 振 興 事 業 を 推 進 す る 。  

ま た 、林 地 残 材 等 の 木 質 バ イ オ マ ス を 活 用 し た エ ネ ル ギ ー 利 用 事 業

を 推 進 す る 。  

 

第 ４  住民 参加 による森林の整 備に関する事 項  

住 民 参 加 に よ る 森 林 づ く り に 対 す る 理 解 と 関 心 を 深 め る た め に 、次

に 掲 げ る 取 組 等 を 行 っ て い く 。  

 

１．  地域 住民 参 加による取 り組み 

  町 内 の 森 林 の 現 況 に 関 す る 住 民 の 理 解 を 深 め る よ う 広 報 に 努 め る 。 

  住 民 が 森 林 内 で 気 軽 に 活 動 で き る よ う に す る た め の 作 業 路 、 遊 歩

道 、 休 憩 施 設 等 へ の 整 備 を 推 進 す る 。  

 

２．  上下 流連 携による取 り組み 

住 民 ・ 団 体 等 が 水 源 の 森 林 造 成 に 関 心 を 持 つ よ う 広 報 に 努 め る 。  

 

３．  法第 １０条の１１の 9 第 ２項 に規定する施 業実 施協 定の参加 促進 対 策  

公 益 的 機 能 別 施 業 森 林 に つ い て 、間 伐 又 は 保 育 そ の 他 の 森 林 施 業 の

実 施 及 び そ の 他 に 必 要 な 施 設 の 整 備 に 関 す る 内 容 の 施 業 実 施 協 定 を

特 定 非 営 利 活 動 法 人 等 と 森 林 所 有 者 等 が 締 結 す る こ と を 支 援 す る 。  
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第 ４  その他必 要な事項  

１．  施業の制限 を受けている森 林に関する事 項  

保 安 林 そ の 他 法 令 に よ り 施 業 に つ い て 制 限 を 受 け て い る 森 林 に お

い て は 、 当 該 制 限 に 従 っ て 施 業 を 実 施 す る も の と す る 。  

 

２．  森林の土地の保全に関 して留 意すべき事 項  

森 林 の 土 地 の 保 全 に つ い て は 、適 切 な 施 業 の 推 進 、管 理 及 び 保 安 施

設 事 業 の 計 画 的 な 実 施 を 通 じ て 、森 林 の 有 す る 水 源 の か ん 養 、災 害 の

防 止 、環 境 の 保 全 と い っ た 公 益 的 機 能 の 維 持 増 進 を 図 る と と も に 、保

安 林 制 度 及 び 林 地 開 発 許 可 制 度 の 適 切 な 運 用 を 図 る 。  

 

３．  土地の形質の変更にあたり留意すべき事 項  

森 林 の 土 地 の 形 質 の 変 更 に あ た っ て は 、 次 の 事 項 に 留 意 す る 。  

(1 )  保 安 林  

保 安 林 で は 、 保 安 林 の 指 定 の 目 的 の 達 成 に 支 障 の な い 範 囲 に

限 定 す る こ と と し 、 原 則 と し て 森 林 以 外 の 転 用 は 行 わ な い も の

と す る 。  

(2)  保 安 林 以 外 の 森 林  

保 安 林 以 外 の 森 林 で は 、当 該 森 林 の 植 生 、地 形 、地 質 、土 壌 、

湧 水 、 気 象 、 過 去 に 発 生 し た 災 害 等 の 自 然 環 境 条 件 、 及 び 下 流

の 河 川 、 水 路 の 整 備 状 況 、 周 辺 に お け る 土 地 利 用 、 水 利 用 、 景

観 等 の 生 活 環 境 条 件 を 勘 案 し 、 次 の ４ 点 に 留 意 し た 上 で 、 森 林

の 適 正 な 利 用 を 図 る 。  

ア  土 砂 の 流 出 又 は 崩 壊 そ の 他 の 災 害 を 発 生 さ せ る お そ れ が な

い こ と  

イ  水 害 を 発 生 さ せ る お そ れ が な い こ と  

ウ  水 の 確 保 に 著 し い 影 響 を 及 ぼ す お そ れ が な い こ と  

エ  環 境 を 著 し く 悪 化 さ せ る お そ れ が な い こ と  

 

４．  研究 機関 との協 力に関する事項  

本 町 は 、森 林 整 備 の た め に 必 要 が 生 じ た 場 合 、静 岡 県 森 林 林 業 研 究

セ ン タ ー や そ の 他 町 周 辺 研 究 機 関 と の 連 携 を 図 る こ と と す る 。  


